
 

                                

 

                   

子どもたち一人一人に「よりそい」、「輪」（組織）で支えていきたいという思いの校報名です。 
 
【学校だよりのタイトルについて】 

校歌の題名「進みゆく」を今年度も引き続き学校だよりのタイトルとして使わせていただきます。こどもを中心に､

教職員､保護者･地域の方が笑顔で楽しく過ごすことのできる学校をめざして、一歩一歩進みゆきたいと思います。 
 

1学期終了！ 楽しい夏休みになりますように・・・ 
71日間（１年生は７０日間）の１学期が終わり、7月19日から夏休みです。この１学期間、

「やってみよう！」を合言葉に、こどもたちは様々な活動に挑戦しました。 

学校の一大イベントである校内運動会はあいにくの雨で体育館での開催となりましたが、

５・６年生１０名が中心となって準備から当日の競技や運営をがんばり、大成功でした。また、

５・６年生は日々の活動でもリーダーシップを発揮し、よく動きよく働く頼れる高学年でした。 

 

 

 

 

 

 

そんな５・６年生を見ながら、上手にサポートしてくれたのが３・４年生８名でした。運動

会後には、５・６年生のがんばりを称え、メッセージを贈る３・４年生の姿を見て、大野っ子

の心の温かさを感じました。学級でもチームワークよく活動できる３・４年生でした。 

 

 

 

 

 

 

また、４名の１年生もスムーズに学校生活に慣れ、毎日元気に活動することができました。

その支えとなったのが２年生３名でした。入学当初から１年生に優しく声をかけたり進んで教

えたり手伝ったりする姿が多く見られ、複式学級のよさを実感しました。 

 

 

 

 

 

 

全校２５名のこどもたちが協力し合い、楽しく活動に取り組むことのできた１学期間でした。

活動をとおしてこどもたち一人ひとりが成長し、『笑楽校』にふさわしい、たくさんの笑顔を

見ることができました。これもひとえに、こどもたちの笑顔を支えてくださった保護者の皆様、

地域の皆様の温かいご支援とご協力のおかげであると感じています。本当にありがとうござい

ました。 

さあ、これから夏休みです。こどもたちにとって、夏休みは学校では体験できない多くのこ

とを家庭や地域で学び、より大きく成長できるチャンスです。家庭での対話やふれあいを大切

に、また地域の皆様には「地域の子」としていろいろな角度からこどもたちを見守っていただ

き、ご指導、ご支援いただきますようよろしくお願いいたします。安全で楽しく充実した夏休

みを過ごし、２学期はまたひと回り大きくなったこどもたちに会うことを楽しみにしています。 
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 学校の様子はこちら 



夏休み前に ～家庭でのメディアとの上手なつき合い方～ 

夏休み中は、ゲームやテレビ、タブレット、スマートフォンなど、こどもたちがデジタル機

器にふれる時間が増える時期ではないかと思います。先般開催した学校保健委員会でも、保護

者の方の話題の中心は、メディアとのつき合い方でした。そこで、６月に松江市教育委員会が

開催しました「松江市メディア教育講演会」でのお話を紹介します。 

講演のタイトルは「AI時代のメディアとのつきあいかた 善き使い手になるために」、講師

はデジタル・シティズンシップ教育の第一人者である今度珠美先生です。「デジタル・シティ

ズンシップ教育」とは、優れたデジタル市民になるために、必要な能力を身につけることを目

的とした教育で、ここ数年、松江市だけでなく、全国的に教育現場でデジタル・シティズンシ

ップ教育の導入が進められています。 

以下、講演の内容で特に心に残っていることを紹介します。 

 

○タブレットが学習用具として使われる時代、利用時間は増える。 

○時間で制限をかけることは難しい。「時間の約束」では守れない。 

○優先順位を決め、行動と結びつけて習慣化する。（○○したら□□の時間までゲームなど） 

○今の動画やゲームには、簡単にやめられない仕掛けがある。（大人も同じ？） 

○機嫌よくおしまいにできるタイミングをこどもと一緒に考える。 

○こどもの気持ちに共感しながら、約束の定着化を図っていく。 

 ・良い行動は褒めて強化する。→「本当はもっと遊びたいのに我慢できてえらいね。」 

  ・約束を守れなかった時は罰ではなく、理由をこどもと一緒に考えてサポートする。 

   →「やめれなかった気持ちもわかるよ。」「どうしたら次は守れるかな？」 

○「ゴネたら自分の思い通りになる。」という誤学習は避ける。 

 

夏休みは、こどもたちが「自分で考えて行動する力」を育てる絶好のチャンスです。タブレ

ットやゲームなどとも上手につき合いながら、心も体も元気に過ごせるよう、お子さんとの対

話をくり返しながら、ご家庭での声がけや見守りをよろしくお願いいたします。 

学習用タブレットについて 

夏休み期間中、教育委員会より配付されている学習用タブレットについて、ご家庭での管理

をお願いすることとなります。学校でも学習用具として使用することを指導していますが、お

子さんの活用状況については、各ご家庭でも随時確認していただきますようお願いします。 

普段の授業だけではなかなか身につかない操作や活用方法に慣れるよい機会でもあります。

積極的に活用することで学習の幅が広がり、自立した学習習慣の定着にもつながります。ご家

庭でのご支援ご協力をよろしくお願いいたします。 

※学習用タブレットの使い方のきまりなどについて、学校ホームページに掲載しております 

ので、ご確認ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

８・９月の主な行事予定     

   １１日(木) スクールカウンセラー来校日 

 １２日(金) 読書の日 

１７日(水) 委員会活動（３年生以上） 

１８日(木) スーパーへるんさん講座 

（３・４年生） 

２４日(水) ＰＴＡ給食試食会、親子活動 

２５日(木) 民生児童委員さん授業参観 

２６日(金) 前期通信票配付 

３０日(火) 島根大学学生訪問    

           

   

８月２４日(日) ＰＴＡ奉仕作業（７時～） 

９月 １日(月) 始業式         

２日(火) 給食開始、午後授業あり 

３日(水) 夏休み作品発表会（全校） 

委員会活動（３年生以上）  

５日(金) 本の貸し出し開始 

９日(火) 学園あいさつ運動      

１０日(水)  学園あいさつ運動 

      クラブ活動（３年生以上） 

  

          

   


